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「
大
名
行
列
の
見
ど
こ
ろ
は
、

 
奴 
の
動
き
、
行
列
の
華
や
か
さ
、

や
っ
こ

江
戸
時
代
の
忠
実
な
表
現
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特
に
注
目

し
て
ほ
し
い
の
が
、槍
振
り
で
す
」

と
話
す
川
崎
さ
ん
は
、
出
石
大
名

行
列
保
存
会
で
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
保
存
会
は
、
大
名
行
列
の

伝
統
を
後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
、

出
石
町
在
住
の
有
志
を
中
心
と
し

た
組
織
で
、
自
ら
も
大
名
行
列
に

出
演
し
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年　

月
３
日
に
開
催
さ
れ
る

１１

出
石
お
城
ま
つ
り
は
、
出
石
の
城

下
町
情
緒
の
魅
力
を
最
も
体
感
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

出
石
和
太
鼓
の
会
の
演
奏
、
ミ

ス
但
馬
ち
り
め
ん
の
披
露
、
出
石

特
産
品
の
販
売
な
ど
、
多
く
の
催

し
が
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

　

な
か
で
も
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
る
大
名
行
列
は
、

江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
の
模
様
を

今
に
伝
え
る
伝
統
文
化
で
、
子
供

大
名
行
列
と
大
人
大
名
行
列
が
あ

り
ま
す
。
観
覧
者
は
出
石
の
住
民

だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
も
毎
年

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

　

大
名
行
列
は
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え

る
と
団
体
競
技
で
す
。
一
人
で
演

じ
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
統
一

し
た
動
き
が
大
切
で
、
特
に
槍
振

り
は
練
習
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
同
保
存
会
は
、
子

供
大
名
行
列
に
参
加
す
る
出
石
中

学
校
１
年
生
を
対
象
に
、
夏
と
秋

に
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
、
槍
振
り
の

練
習
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

か
け
声
や
足
踏
み
な
ど
の
基
本

動
作
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
が
２
人

１
組
に
な
っ
て
、
練
習
用
の
槍
を

相
手
に
投
げ
渡
し
な
が
ら
、 
形 
や

か
た

歩
く
練
習
を
し
ま
す
。

　

川
崎
さ
ん
は
、「
出
石
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
練
習
や
大
名
行
列

な
ど
の
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
郷
土

愛
を
育
ん
で
い
ま
す
。
槍
振
り
に

は
華
が
あ
り
ま
す
が
、
演
じ
る
に

は
体
力
が
い
り
、
真
剣
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

一
方
、
同
保
存
会
は
、
伝
統
文

化
の
継
承
や
練
習
指
導
す
る
だ
け

で
な
く
、
大
名
行
列
を
通
じ
て
、

但
馬
の
小
京
都
「
出
石
」
を
売
り

出
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

姉
妹
提
携
都
市
の
長
野
県
上
田

市
や
他
市
町
で
開
催
す
る
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
交
流
や
情

報
交
換
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行

い
、
出
石
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
交
流
を
持
つ
こ
と

で
得
た
、
他
市
町
と
の
親
交
に

よ
っ
て
、
今
年
は
、
新
市
誕
生
を

記
念
し
て
、
鳥
取
県
米
子
市
か
ら

「
淀
江
よ
い
と
ま
か
せ
行
列
」、但

東
か
ら
「
赤
野
の
太
刀
振
り
」
が

出
演
し
、
お
城
ま
つ
り
に
華
を
添

え
ま
す
。

　

川
崎
さ
ん
は
、「
出
石
大
名
行
列

を
後
世
へ
残
し
て
い
く
う
え
で
、

課
題
と
な
る
の
は
、
伝
統
文
化
を

受
け
継
い
で
く
れ
る
人
員
の
確
保

で
す
。
大
名
行
列
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
伝
統
文
化

を
受
け
継
い
で
全
国
に
出
石
の
魅

力
を
発
信
し
て
く
れ
る
人
が
出
て

き
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
、
出
石
お
城
ま
つ

り
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

時を越えて　　　　　　　　　　　　　　 
　現代に江戸を醸し出す 
時を越えて　　　　　　　　　　　　　　 
　現代に江戸を醸し出す 
時を越えて　　　　　　　
　現代に江戸を醸し出す 

　１１月３日、出石お城まつりが開催され、但馬の小京都「出石」を大名行列が練り歩きます。
　１８６３年（文久３年）から、今に伝わる大名行列槍振りの伝統を絶やさないよう、日々活動を続けて
いる方を紹介します。

▲出石大名行列保存会会長の川崎さん。設備
関係の会社を経営する傍ら、平成１０年から
現在まで、７年間会長を務めている

川崎　昇治さん（７３歳）出石町町分在住

秋
の
風
物
詩　
　
　
　

　
『
出
石
お
城
ま
つ
り
』

交
流
を
通
じ
て
活
性
化
へ

伝
統
に
ふ
れ
、心
を
育
む

▲大名行列槍振り風景。周囲には多くの観
覧者が集まる
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府
中
小
学
校
は
、
但
馬
を
代
表

す
る
穀
倉
地
帯
「
国
府
平
野
」
の

中
央
に
位
置
し
、
国
道
３
１
２
号

沿
い
に
あ
る
学
校
で
、
全
校
児
童

数
は
１
８
７
人
で
す
。

　

こ
の
学
校
に
通
う
、
児
童
会
長

の
藤
田
優
生
華
さ
ん（
６
年
生
）に
、

府
中
小
学
校
の
い
い
所
や
お
も
し

ろ
い
所
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
て
、
運
動
会
な
ど

の
行
事
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な

で
金
管
バ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
バ
ト

ン
を
使
っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

府
中
小
学
校
 

案
内
者
 
藤
田
優
生
華
 

（
日
高
） 

さ
ん
 

い
 

ゆ
 

か
 

3

　

ま
た
、
学
校
生
活
や
行
事
で
低

学
年
の
手
伝
い
を
積
極
的
に
す
る

な
ど
、
将
来
は
、
保
育
園
の
先
生

に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ
児

童
で
す
。

　

私
の
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。
学

校
で
一
番
楽
し
い
行
事
は
、
祖
父

母
の
歴
史
に
学
ぶ
会
で
す
。

　

こ
の
会
は
、
毎
年　

月
下
旬
に

１０

行
わ
れ
、　

年
以
上
続
く
学
校
の

３０

伝
統
行
事
で
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
方
を
講
師
と

し
て
迎
え
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
や

制
作
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
間
の

交
流
の
機
会
を
持
つ
、
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

布
を
使
っ
て
製
作
を
す
る
「
布

の
部
屋
」、
わ
ら
を
使
う
「
わ
ら
の

部
屋
」
な
ど
、
私
た
ち
は
希
望
す

る
部
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
お

手
玉
や
お
正
月
用
の
し
め
縄
、
ど

ん
ぐ
り
で
こ
ま
な
ど
を
作
り
ま
す
。

上
手
に
で
き
な
い
低
学
年
を
、
講

師
の
皆
さ
ん
が
手
伝
い
な
が
ら
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
お
手
玉
や
こ
ま

で
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
も
教
わ
り
、

地
域
の
方
も
一
緒
に
体
を
動
か
し

な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

す
。

　

学
校
で
特
徴
の
あ
る
所
は
、
校

舎
の
屋
根
が
、
白
く
と
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
世
界

の
冒
険
家
の
植
村
直
己
さ
ん
が
最

後
に
登
頂
し
た
山
、「
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▲校舎は、植村さんが最後に登頂した山
「マッキンリー」がイメージされている

　

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ワ
ー
カ
ー

ズ
」
は
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
経
験
者

が
集
ま
り
、
積
極
的
に
大
会
に
参

加
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
６
年
に

結
成
し
ま
し
た
。
現
在
ク
ラ
ブ
員

数
は　

人
で
す
。

２１

　

代
表
者
の
岩
本
光
生
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、　

歳
か
ら　

歳
の
社

１７

３４

会
人
の
方
々
が
、
毎
週
土
曜
日
の

夜
に
、
五
荘
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
見
ど
こ
ろ
は
、
選

手
た
ち
の
駆
け
引
き
で
す
。
シ
ュ

ー
ト
を
打
ち
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
っ
た
り
、
相
手
チ
ー
ム
の
攻

め
か
ら
ゴ
ー
ル
を
守
る
な
ど
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
試
合
中
は
、
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
常
に
選
手
が
動
き
、

良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
、

相
手
チ
ー
ム
と
の
駆
け
引
き
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
一
番
楽

し
い
こ
と
は
、
試
合
に
勝
っ
た
時

で
す
。
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
練

習
を
し
て
い
る
の
で
、
辛
い
練
習

が
報
わ
れ
ま
す
」と
岩
本
さ
ん
。　

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
魅
力
は
、
メ
ン

バ
ー
の
仲
の
よ
さ
。
練
習
の
後
に

は
、
メ
ン
バ
ー
で
食
事
に
行
き
、

ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
い

ろ
ん
な
職
業
の
人
た
ち
と
、
サ
ッ

カ
ー
以
外
の
話
題
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
は
、
８
年
前
に
但

馬
地
区
で
行
わ
れ
た
、
毎
日
カ
ッ

プ
で
の
優
勝
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

岩
本
さ
ん
は
、「
今
後
の
活
動
目

標
は
、
但
馬
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登

録
し
て
い
る　

チ
ー
ム
で
競
う
、

１４

但
馬
リ
ー
グ
で
優
勝
す
る
こ
と
で

す
」
と
控
え
め
な
が
ら
力
強
く
話

し
て
い
ま
し
た
。

『
ワ
ー
カ
ー
ズ
』　 
代
表　

岩
本　
 
光  
生  
さ
ん

み
つ 

お

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

▲ワーカーズメンバーの皆さん

▲「布の部屋」でお手玉作りを教わる藤
田さん【写真右】

　

府
中
小
学
校
は
、
植
村
さ
ん
の

母
校
で
す
。
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
は
、
植
村
さ
ん
の
生
き
方
を

学
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ

を
学
校
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
何

事
に
も
ね
ば
り
強
く
や
り
ぬ
き
、

自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
大
先
輩
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
私
た
ち
の
誇

り
で
あ
り
、
目
標
に
な
っ
て
い
ま

す
。


